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ひ
迷
ひ
令
生
じ
て
朱
子
県
生
の
努
九
に
よ
っ
て
組
機
さ
れ
た
い
打
開
明
大
一
系
で
は
、
そ
の
不

a' 

感
川
市
川
村
守
離
鮮
な
ら
し
め
る
一
凶
で
も
あ
り
、
内
子
…
派
か
ら
朱
子
の
壊
訟
は
支
離
で
あ
る
と
非
滅
さ
れ
る

然
し
こ
の
不
…
設
は
怜
匁
の
訟
川
別
で
あ
る
所
の
沼
山
門
凶
作
L
し
必
然
比
別
で
あ
る
自
然
の
法
則
と
の
一

の
共
に
辺
浩
し
七
一
大
難
関
で
あ
っ
て
、
そ
の
不
成
功
は
朱
子

に
克
服
さ
れ
て
ゐ
な
い
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千
ふ
れ
の
欲
求
で
は
あ
ゐ
が

も
な
け
れ
ば
失
敗
で
も
な
か
っ
七
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兎
に
角
朱
子
の
率

一
訟
に
於
て
此
の
知
に
大
き
な
喰
ひ
法
ひ
の
あ
る
こ
と
や
説
め
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
放
に
去
し
米
子
の
本
意
が
今
論
じ
た
如
く
人
倫
泌
総
ケ

科
治
的
に
組
織
し
て
、
汁
パ
の
法
礎
今
求
問
に
す
る
伐
に
利
刑
さ
れ
た
本
館
論
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
太
い
似
川
山
恕
か
ら
演
料
さ
れ
る
公
子
の
形
而

上瓶十

ω
判
論
争
よ
む
求
し
て
行
く
の
み
で
は
、
朱
子
の
本
げ
は
件
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
悦
に
米
子
の
立
場
が

χ
人
令
一
の
形
市
上
勝

か
ら
出
張
し
仁
官
製
大
系
ん
二
地
し
て
人
の
本
性
や
説
明
し
、
人
の
踏
む
べ
き
道
徳
法
則
命
説
明
し
て
ゐ
る
以
上
、
米
子
の
接
説
作
」
知
ろ
に
は

先
づ
そ
の
太
似
論
と
別
紙
総
身
知
る
必
要
が
あ
ろ
。
今
は
こ
の
肘
宥
の
閥
J

駒
に
特
に
混
心
を
置
い
て
論
じ
て
見
立
い
と
芯
ふ
。

部
し
て
米
子
の
太
極
思
想
は
別
誠
一
渓
の
作
と
一
氏
は
れ
る
太
似
樹
訟
の
一
同
部
保
桜
前
太
似
の
忠
惣
や
承
け
綴
ぎ
、
川
日
ρ
北
川
山
総
は
張
横
山
山
川
及
び

総
M
V
川
の
川
山
恕
や
機
汝
し
七
も
の
と
え
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
組
織
は
米

r十
介
に
完
成
さ
れ
て

人
(J) 

ら
ず
次
の
如
、
き
大
き
な
問
題
や
提
山
川

し
て
ゐ
る
。
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り
や

此
の
二
問
題
に
就
い
て
後
藤
俊
端
氏
は
議
北
併
凶
大
壌
研
究
年
報
の
中
で
、
太
村
慨
を
形
和
国
と
な
し
、
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ち
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の
本
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論
の
英
杓
な
り
と
断
定
さ
れ
て
次
の
如
く
一
試
は
れ
て
ゐ
る
。

訴
と
の
二
一
五
の
淳
一
髄
争
以
っ
て
究
桜
の
本
整
と
考
へ
、
そ
の
太
艇
身
以
っ
て
一
切
形
相
の
閣
と
な
し
、
そ
の
一
気
骨

以
っ
て
一
一
切
質
料
の
国
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。

太
桜
は
答
在
め
常
一
初
か
ら
銃
に
動
揺
し
て
形
一
続
的
と
し
て
話
人
、
敢
に
一
試
も
務
存
在
の
訟
初
か
ら
就
に
動
総
来
散
等
の
形
相
…
々
附
興
せ
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あ
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断
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さ

れ
た
の
で
あ
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。

に
太
山
側
関
一
応
鮮
な
ど
に
見
る
限
り
太
似
と
除
均
二
日
以
の
此
存
は
ほ
u
i

然
し
朱
子
認
知
や
朱
子
文
集
に
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
米
子
の

説
明
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
太
似
と
…
認
と
の
此
立
釘
立
は
少
し
も
泣
か
れ
て
ゐ
な
い
、
ん
刈
は
山
市
に
初
日
と
針
立
し
て
設
か
れ
て
ゐ
て
太
極
と
針
立

し
て
は
説
か
れ
て
ゐ
な
い
、
此
に
私
は
此
の
示
唆
に
託
行
後
藤
氏
の
形
相
同
7
C
質
料
問
の
二
元
山
内

腕
慌
の
減
論
争
以
て
米
子
の
本
制
限
命
と
な

す
こ
と
に
は
満
足
出
来
な
い
、
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そ
の
上
に
太
山
燃
や
授
い
て
最
後
の
一
と
汚
へ
て
ゐ
た
も
の
と

さ
せ
、

抗
え
さ
れ
る
、
故
に
桜
一
指
向
す
れ
ば
朱
子
は
太
似
ゴ
一
九
論
と
公
ひ
得
る
の
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
、
今
は
こ
の
挑
む
や
線
操
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
論
J
q
進
め
て
行
く
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太
極
の
太
は
紗
本
で
あ
っ
て
未
子
も
徐
わ
り
治
糾
明
し
て
ゐ
な
い
、
紙
に
就
い
て
は
山
内
象
山
な
ど
が
山
中
正
解
し
て
ゐ
る
の
に
射
し
て
米
子
は
似

と
は
議
似
の

あ
り
際
準
の
名
で
あ
っ
て
、
品
川
に
物
の
中
央
に
あ
っ
て
問
外
が
之
々
一
読
む
如
き
存
十
代
で
あ
る
、
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っ
て
点
小
の
取
的
Lr}
岱

す
は
可
な
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も
、
中
、
と
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あ
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こ
7
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。
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械
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阿
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史
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紙
片
側
之
側
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信
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行
Mm仰
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中
許
、
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此
物
之
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一
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此
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不
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ゐ
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0

h

川
じ
て
栄
子
が
太
似

¥

ア
J

主
主
五
三
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/
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J
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ド
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じ
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!
v

ア
く
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K

月
初

u
d
ー
か
。

腕
川
況
の
プ
無
似
γ

山
太
M

仰
い
と
一
式
へ
ろ
交
に
見
え
て
ゐ
る
泣
い
初
々
ゅ
ー
し

L
離
れ
な
い
の
で
あ
7
0
.

般
に
今
引
川
じ
た
凶
毅
山
に
符
へ
た
女
小
に
ち

っhp
M
慨
無
名
川
名
、
故
特
約
之
太
似
し
と
一
辺
ひ
、
問
訂
太
似
は
単
に
物
質
上
の
本
源
?
と
考
へ
ら
れ
る
繋
俳
体
に
見
ゆ
ろ
太
M
m
E
は
兵
り
ふ
何
無

断
川
山
知
の
融
令
し
た
思
想
で
あ
る
か
ら
、
朱
子
は
太
紙
h
q
通
常

m，
と
一
式
ふ
文
字
で
説
明
し
て
ゐ
る
。
太
似
は
却
な
わ
の
此
の
玲
明
か
ら
米
子

が
球
一
一
冗
論
持
で
あ
る
如
く
一
五
は
れ
て
ゐ
る
。
又
時
に
は
太
M

燃
は
気
な
り
と
も
説
明
し
て
ゐ
る
所
が
あ
っ
て
、
太
似
が
或
は
却
と
説
明
さ
れ

或
は
抵
と
説
明
さ
れ
て
ゐ
て
、
太
似
と
烈
一
試
lrdp

の
関
係
が
不
鮮
明
で
あ
る
か
ら
、
米
子
は
刈

二
元
論
者
に
終
っ
て
仕
舞
っ
た
正
解
す
る
人
も
あ
る
の
で
あ
る
。

一
万
論
訴
た
ら
ん
と
し
た
け
れ
ど
も
逆
に
訓
話

然
し
朱
子
が
長
い
歳
月
の
削
沈
思
紋
考
の
後
院
予
…
一
派
か
ら
の
激
げ
し
い
非
難
攻
撃
に
も
約
ら
ず
、
多
く
の
問
題
の
附
随
し
て
ゐ
ろ
太
似

関
説
や
何
千
の
組
作
で
あ
る
主
主
朕
し
、
そ
の
中
心
忠
犯
で
あ
る
い
澗
桜
而
太
紙
な
る
布
保
…
…
融
合
の
太
極
忠
相
い
そ
本
持
論
の
総
本
と
し
て
H

以
後

ま
で
敢
然
と
関
執
し
て
、
そ
の
太
紙
忠
強
か
ら
別
一
試
や
導
き
出
し
た
朱
子
の
本
意
が
収
な
る
球
試
二
元
論
で
な
か
っ
た
こ
と
は
論
ず
る
迄
も

な
く
明
瞭
な
こ
と
で
あ
る
と
忠
ふ
。
王
懇
抜
け
、
総
意
亦
成
就
壬
反
(
乾
滋
八
年
)
以
前
、
五

γ
米
(
山
内
日
間
八
十
四
年
)
始
作
後
記
、
以
授
接

、X
9

A

、ra
ヨt
J
/

似
合
、
戊
中
二
月
(
同
十
五
年
)
別
出
雨
解
(
太
川
側
、
関
川
川
、
間
銘
鮮
一
)
非
井
出
一
泊
者
也
校
山
沢
太
(
竹
い
V

山
門
印
刷
)
桜
樹
凶
銘
ハ
朱
子
年
前
考
胤
ハ
〉
湾
地

/
1
1
1
-
F
a
ι
f
s
¥
 

部
川
米
子
将
影
之
前
五
日
、
納
得
諸
作
一
議
太
一
般
筒
、
五
夜
分
、
別
於
是
常
一
閃
荒
影
身
ヘ
唯
一
峨
日
明
械
)

0

/一
V
9
4
一点

ms
平
b
F

』
ノ
一
イ
一
、

芳
し
現
誠
二
一
花
論
争
問
へ
七
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
一
な
る
太
一
般
は
如
何
に
説
明
市
来
ろ
か
、
又
太
州
側
ケ
度
外
脱
し
て
公
子
の
木
偶
論
争
論

じ
理
一
抗
争
一
ぬ
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
伎
に
米
子
の
本
諮
論
の
校
本
と
な
っ
て
ゐ
る
太
似
忠
一
惣

ω本
意
ケ
求
む
る
な
ら
ば
、
此
の
一
見
矛
汚
し

た
如
き
、
牧
必
の
出
来
な
い
様
に
さ
へ
忠
は
れ
る
所
の
或
は
殺
と
一
式
ひ
或
は
気
と
去
っ
て
ゐ
る
太
似
が
元
来
…
わ
ら
る
存
点
で
あ
っ
て
見
れ

ば
、
践
に
現
で
説
明
し
時
に
認
で
説
明
し
て
ゐ
て
も
太
極
に
立
っ
て
ば
却
気
共
に
そ
の
一
一
白
と
た
っ
て
仕
舞
ふ
、
部
ち
涼
気
米
分
の
所

に
一
な
る
太
桜
が
考
へ
ら
れ
七
の
で
あ
る
ま
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
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法
し
然
ら
ば
常
時
の
郡
家
の
本
務
論
身
形
成
し
て
ゐ
た

P
2
0
 

;‘ 

所
弱
一
心
二
門
観
の
唯
心
開
山
怒
と
非
常
に
類
似
し
た
思
村
山
?
と
な
っ
て
来

朱
子
の
太
桜
が
均
一
気
未
分
の
所
に
考
へ
ら
れ
た
…
な
る
存
夜
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
最
も
な
力
な
も
の
は
太
秘
主
路
右
の
関
係
に
就
い
て

の
米
子
の
説
明
で
あ
る
。

十
化
天
地
一
一
一
同
別
天
地
中
山
伯
太
鋭
、
介
状
認
物
言
問
州
首
内
物
中
各
有
太
極
ハ
朱
子
誇
類
春
一
〉
。

自
川
刀
レ
比
一
印
刷
悦
之
則
男
女
各

サ
パ
性
市
川
均
十
〈
…
太
紙
哉
、
自
荷
物
問
視
之
別
持
物
…
北
一
パ
性
…

m
w内
物
…
太
似
也
、

令
一
山
一
一
一
円
之
、
同
物
統
鱒

太
山
側
也
、

…
物
各
共
…
太
州
側
也

ハ
大
頼
関
設
解
〉
。

こ
の
説
明
仁
伏
ろ
と
市
内
引
は
太
紙
の
外
に
出
る
こ
と
は
出
来
な
い
、

ミ
ず
ま

ζ
J
r
M
〕
具
足
ニ
品
一
干
、
(
品
、
、

r
x
s
l
;ノ
事
U
H紋
ぷ
ま
;
話
」
?
?
し

一
郎
も
そ
の
出
有
は
小
な
る
…
太

紙
一
で
あ
る
と
法
っ
て
ゐ
る
説
明
を
見
れ
ば
、
川
川

で
も
な
け
れ
ば
勿
倫
試
ゴ
冗
論
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
は
背
太
紙
と
送
ふ
…
に
統
…
さ

ー
ν

、，晶、
R

げ
日
在
、
3
ノ

オ

メ

お
U
一

一
期
と
考
へ
ら
れ
る
時
始
め
て
烈
一
%
が
太
似
と
矛
舟
せ
ず
に
説
明
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(

ロ

〉

引
と
し
て
の
太
桜

米
子
の
太
械
の
考
は
現
ハ
ボ
未
分
の
所
に
あ
っ
て
、
太
判
明
は
却
な
り
と

ω
み
去
っ
大
ダ
け
で
は
朱
予
の
立
場
は
明
ら
か
に
な
ら
ぬ
と
忠
ふ
。

此
の
枇
仰
を
明
瞭
に
す
る
勾
に
先
づ
太
紙
は
烈
な
り
と
一
組
合
公
っ
て
ゐ
る
朱
子
の
立
場
命
記
求
し
て
見
7
0
必
裂
が
あ
る
。

太
似
ゎ
ぜ
ん
サ
出
荷
物
の
本
F

が
と
な
す
忠
恕
は
古
く
か
ら
支
部
に
あ
っ

の
知
っ
て
ゐ
る
併
で
あ
る
。

殊
に
繋
制
御
俸
に
は
明
瞭
に
此
の
忠
利
ω
が
見
え
て
ゐ
る
こ
と
は
広
人

見
え
て
ゐ
る
太
桜
思
想
は
質
有
の
本
が
と
し
て
の
太
紙
で
、

ど
こ
ま
で
も
っ
山
惜
し
の
方
内
に
経
始
し
て
ゐ
へ
ら
れ
る
。
出
来
信
教
で
は
物
質
又
は
質
料
的
な
安
心
仰
の
窓
味
で
太
制
令
似
附
し
て

ゐ
亡
。
然
し
時
勢
と
共
に
忠
惣
は
深
く
な
わ
教
大
も
さ
れ
て
、
石
川
山
一
一
一
一
樹
、
仁
け
で
は
間
巣
作
の
よ
っ
て
寓
右
の
第
料
的
本
源
の
川
氏
明

山
山
球
な
い
こ
と
は
漸
次
知
ら
れ
て
来
ゃ
い
。
太
桜
間
山
総
も
同
様
仁
そ
の
内
等
、
ず
鎖
大
さ
れ

然
じ
、
易
…
伯
太
い
側
、
先
生
一
期
儀
一
陶
依
生
四
象
、
山
内
一
仇
抗
生
一

V
り

)

i
ゲ
叫

J
A
f
O
K
I
f
-
)
失
礼

μ
炉
。
二
任
川
、
)

一打。
1
4
ゐ
判
明
則
関
心
勺

θ
イ
メ
志
川
ι
}
i
L

刀打。

泌
が
一
山
に
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市
内
在
の
水
制
で
あ
る
結
に
於
て
は
有
で
あ
ろ
け
れ
ど
も
、
太
以
に
於
て
は
持
法
一
身
趨
越
し
て
形
の
名
づ
く
べ
き
も
の
な
く
、

無
始
無
格
的
掛
無
端
な
る
貼
に
於
て
抵
の
…
一
期
守
帯
び
て
来
七
の
で
あ
る
。
こ
の
右
無
融
合
し
七
太
M

慨
が
向
子
の
作
と
朱
子

ω主
張
し
た
木

川
仰
い
樹
読
の
所
前
無
似
一
山
太
似
の
芯
恕
で
あ
り
、
こ
れ
や
叩
機
水
敷
ん
似
し
仁
朱
子
は
太
似
守
山
市
に
引
の
字
で
説
明
し
て

げ
は
司
、
、
，
》
l
v

カ
ハ
C
J
オ

太
極
υハ
先
…
餅
川
村
守
(
珠
子
話
獄
怨
…
〉
。

太
似
け
ハ
是
一
大
地
持
物
之
政
(
朱
子
諮
類
巻
…

v
o

な
ど
三
拭
っ
て
ゐ
る
。
無
形
無
象
で
あ
っ
て
加
も
持
物

ω絞
元
と
な
っ
て
ゐ
る
太
川
燃
は
仰
と
説
明
す
ろ
よ
り
外
に
説
明
す
ろ
こ
と
は
凶
難
で

あ
っ
仁
も
の
か
、
朱
子
一
訟
紛
糾
朱
子
文
集
な
ど
に
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
太
械
に
J

成
い
て
の
朱
子
の
説
明
は
灼
ど
大
小
太
彬
は
刊
で
あ
ろ
と
の
此
の

立
場
か
ら
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
一
切
の
物
裂
は
こ
の
却
に
よ
っ
て
始
め
て
物
裂
か
中
立
し
て
税
欽
践
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
却
は
物
裁
の
奥
に
常
に
内
点
し
て
ゐ
て

耽
…
総
針
古
今
不
的
俄
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
前
内
物
に
泌
一
一
衣
し
て
紋
け
る
所
の
な
い
こ
と
は
後
泌
氏
が
先
に
引
用
し
た
文
で
形
相
閣
と
説
明

し
て
局
ら
れ
る
が
非
常
に
示
唆
に
杭
む
認
で
あ
る
と
氾
ふ
。
氏
は
高
石
に
通
夜
し
て
ゐ
る
却
が
形
杓
で
あ
っ
て
、
太
似
が
そ
の
形
初
を
加
(
へ

な
い
間
以
り
認
の
み
で
は
物
象
と
な
り
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
可
」
と
は
弐
の
如
く
設
切
さ
れ
て
ゐ
る

訴
に
よ
っ
て
物
の
宮
殿
形
骸
は
生
ず
る
に
し
て
も
此
の
形
相
が
太
艇
に
よ
っ
て
山
内
へ
ら
れ
ぎ
る
限
り
そ
れ
は
み
一
別
相
齢
の
例
物
と
は
な
ら

ず
、
陰
陽
と
は
な
ら
ぬ
、
太
桜
が
形
相
を
附
興
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
気
よ
り
成
る
物
の
官
鰭
も
来
初
そ
も
つ
特
殊
例
物
と
な
り
、
陰
陽
の
範

聡
一
に
も
入
り
来
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
(
続
味
糊
大
締
法
耕
一
味
刊
誌
)
。

に
な
っ
た
時
効
め
物
」
が
生
ず
る
、
印
ち
刻
が
認
と
出
掛
し
な
け
れ
ば
試
の
み
で

と
太
M

仰
い
は
訓
初
で
あ
っ
て
、
そ
の
却
が
試
と
河

一
し
七
時
一
始
め
て
「
物
」
?
乙
な
る
と
の
訟
明
は
一
公
訴

と
な
り
件
な
い
こ
と
や
説
明
し
て
居
ら
れ
る
。
こ
の
斑
針
認
の
和
郎
不
離
な
こ
と
、

と
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
を
直
に
太
磁
針
認
の
納
部
不
離
の
問
題
と
す
る
こ
と
に
は
多
少
考
援
の
絵
地
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
と
芯
ふ
。
そ
の
組
出

の
、
ま
な
る
も
の
は
後
に
も
論
及
す
る
如
く
、
米
子
は
時
に
は
太
山
燃
は
認
な
り
と
説
明
し
て
ゐ
る
文
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
常
に
混
と
訴
と 物
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密
封
立
さ
し
て
説
明
し
て
ゐ
る
が
、
試
を
太
M

慨
に
釘
立
さ
し
て
詑
明
し
て
ゐ
る
文
ケ
ま
一
に
知
ら
な
い
黙
で
あ
る
。
放
に
太
桜
と
訴
を

る
も
の
と
考
へ
て
未
子
の
太
桜
町
山
惣
7

乙
矧
気
忠
怨
ル
}
解
す
る
こ
と
は
向
山
嫌
で
あ
る
。

更
に
米
子
が
太
極
は
現
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
詑
切
し
て
ゐ
る
支
ル
一
求
む
ん
と
弐
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

三旬以

I
J百
三
泣
い
勾
耳
ノ
一
t
、

2
2
t
也子
3
5
J
車

I
f
P
1
2
-
5
3一
一
口
辺
嘉
L
U
-
-
J
1
A
¥
止
、
二
三
j
f
J
5
C
ト
ド
レ
、
軽
2
1
-
L
Lい
じ

1
j
t
日
、

rs

ズ
名
i
/
i
J
~
プふ
J
J
f
J
J
F
治
-
y
i
J

一F
Hハゾ
P
1
4
1
9
1
紅
毛
詳
ぞ
い

!
?
F
4
i

イ
ヰ
ズ
μ
飢
え
，
子
詳
平

J
f
y
r
i
f
~ノ
j

ノ
手
止
ま

-3

出
生
協
み
只
H
X
此
却
静
市
生
陰
、
亦
口
ハ
M
X
此

mJ(ル
米
子
語
類
怨
…
〉
。

却
な
る
太
桜
は
そ
れ
が
太
彬
で
あ
る
時
は
γ

一
人
地
持
物
の
却
で
あ
る
が
、
犬
地
か
ら
見
れ
ば
一
太
地
の
中
に
太
川
慨
が
あ
り
、
荷
物
の
例
々
か
ら

見
れ
ば
例
々
の
持
物
の
中
に
太
桜
が
あ
っ
て
、
出
も
そ
れ
は
現
在
に
遍
満
し
て
ゐ
ろ
ば
か
り
で
な
く
、
持
物
の
米
…
に
存
主
し
な
い
以
前
に
も

此
の
却
は
存
布
し
て
ゐ
亡
、
従
っ
て
未
来
に
向
か
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
て
お
氏
不
機
一
地
域
未
の
一
一
一
際
に
沙
っ
て
縫
移
常
な
き
木
村
維
持
集
に
灯
油

点
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
米
子
は
説
明
し
て
ゐ
る
。

市
内
心
仰
の
ぷ
だ
存
在
し
な
い
以
前
か
ら
一
段
に
存
在
し
て
本
来
不
後
日
刊
引
に
ろ
却
か
ら
如
何
に
し
て
持
引
が

免
ず
る
れ
路
h
q
泌
が
あ
れ
ば
必
ず
試
の
流
行
が
附
随
し
て
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
認
の
流
行
が
あ
れ
ば
沿
然
市
内
物
か
も
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と

る
の
で
あ
る
か
米
子
は
そ
の

淀
川
別
し
て
ゐ
る
。

有
川
五
郎
一
後
生
n
M
気
ハ
朱
?
?
筑
間
瀬
谷
…

ν
。

趨'

川
伺
此
却
保
行
一
気
流
行
渡
背
広
物
ハ
同
右
〉
。

間
純
血
(
訴
、
日
谷
川
北
開
使
一
有
川
人
作
品
、
初
出
走
水
、
市
今
日
比
従
沌
上
一
必
須
、
知
武
太
山
似
勤
而
中
一
川
初
、
助
M
m
一
山
総
、
明
仰
い
川
小
一
段
、
不
成
動
己
流

使
知
…
静
ハ
朱
チ
話
線
程
一

υ
。

こ
れ
ら
の
朱
子
の
川
刊
行
棋
の
説
明
は
所
話
線
先
試
後
の

於
て
向
山
ぽ
に
な
ろ
の

)
リ
ア
う

L
f
fご
)

。
主

.3
・1
(
f
一A
G

あ
る
、

明
あ
れ
ば
認
の
流
行
あ
り
と
公
ふ
場
合
の
叩
叫
ん
執
の
先
後
と
は
如
何
な

の
先
後
で
あ
る
か
で
あ
る
。

1
1
T
f
J
C
K、
〉
受

政
治
子
で

v
j
u
者
i

る
意
味
に
解
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
寓
古
に
立
っ
て
問
先
わ
い
る

軒 1
5 

ヒ
(~仁
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不
似
燃
の
川
べ
か
ら
形
而
下
の
誌
の
現
朱
の
悶
と
な
る
試
な
生
ず
る
と
説
明
す
る
こ
と
は
論
ず
る
浴
も
な
く
不
可
能
で
あ
る
。
此
の
「
生
ず
し
と

は
訴
は
叫
に
よ
っ
て
灼
め
て
試

E
し
て
成
ー
す
る
笈
味
に
併
す
る
方
が
会
計
で
、
決
し
て
却
が
試
北
川
物
々
生
ず
る
窓
味
?
と
併
す
る
こ
と
は
山

来
な
い
。
此
の
間
係
全
後
総
氏
が
刈
が
誠
に
形
相
v
q
mハ
~
た
一
時
に
試
?
と
し
て
成
立
す
る
?
と
一
去
は
れ
た
の
は
一
叫
に
引
川
し
七
通
り
で
あ
る
。

又
米
子
が
日
正
の
烈
が
あ
っ
て
後
に
円
以
の
試
ゃ
ん
川
ず
と
一
式
ひ
、
川
引
が
あ
れ
ば
抵
の
流
行
が
在
る
と
去
っ
た
の
は
刊
の
存
在
が
抵
の
存
在
よ
り

も
時
間
的
に
先
で
あ
る
と
の
意
味
で
は
な
く
、
純
一
試
は
同
時
間
山
胞
に
あ
る
こ
と
は
朱
子
の
常
に
訟
明
し
て
ゐ
る
所
で
あ
っ
て
、
た
W
A

訴
か
ら

生
ず
る
陰
陽
と
雌
も
測
が
あ
っ
て
始
め
て
陰
陽
と
成
h
H
7
m

げ
る
が
伎
に
判
論
的
に
閃
果
の
範
時
々
常
て
飲
め
て
来
党
こ
の
叫
が
試
よ
わ
も
先
に

存
布
し
て
然
る
後
に
試
の
流
行
が
あ
る
と
公
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
関
係
に
就
い
て
米
子
の
説
明
や
求
む
れ
ば
、

間
有
H.
ぷ
却
使
石
川
一
丸
ん
州
、
似
不
可
分
先
後
、

H
一
安
之
也
光
石
川
州
、
日
八
不
一
り
説
法
今
日
祝
是
問
、
明
日
却
布
川
一
分
滅
、
也
須
川
竹
先
後
、
旦
如
前
内
乙

山
何
天
地
都
陥
了
、
協
γ

党
別
却
は
パ
ル
伎
一
一
泊
…
瓦
、
ハ
朱
チ
誌
類
怨
一
〉
。

今
日
円
以
の
斑
が
あ
っ
て
明
日
赴
の
気
あ
る
と
去
ふ
様
な
時
間
的
な
先
後
で
な
く
純
一
論
上
の
先
後
で
あ
る
こ
と
身
朱
子
は
更
に
説
明
し
て
、
向

日

m米
企
什
離
乎
示
、
然
制
形
市
上
北
，
試
形
而
下
存
、
鳥
形
市
上
下
.
一
倍
、
山
一
以
無
先
後
、
叫
ん
無
形
m

気
便
料
相
有
淀
川
洋

光
山
村
別
抑
先
有
紙
、

ハ
朱
子
話
誠
容
一
〉
。

と
公
っ
て
ゐ
る
新
か
ら
見
れ
ば
明
ら
か
に
却
先
訴
後
と
は
時
間
上
の
問
題
で
な
く
、
現
論
上
に
於
け
る
形
而
上
と
形
而
下
と
の

て
、
試
の
山
っ
て
来
る
所
な
遡
泌
す
ろ
と
此
の
却
が
宿
っ
て
始
め
て
訴
が
戸
地
と
し
て
成
立
す
る
が
故
に
現
先
気
後
と
去
へ
る
ま
で
ぶ
あ
っ
て

現
が
別
に
一
物
と
な
っ
て
試
の
先
に
存
夜
す
ろ
の
で
は
な
い
。
現
は
常
に
訴
に
掛
塔
し
て
ゐ
ろ
こ
と
は
朱
子
主
援
i

天
下
米
布
無
弾
一
之
気
、
亦
米
山
例
無
気
之
理
ハ
性
理
大
会
巻
二
十
六
vo

あ

ーっ

っ
て
ゐ
ろ
。

の
問
時
間
庭
な
る
べ
き
身
強
く
表
明
し
た
文
は
泥
々
に
見
え
て
ゐ
る
。

形
而
上
と
形
部
下
の
洲
一
出
で
淵
引
先
訴
後
と
米
子
は
去
っ
亡
が
、
所
謂
現
が
形
部
上
の
も
の
で
あ
ろ
こ
と
に
は
加
に
問
題
は
無
い
け
れ
ど
、

所
謂
試
が
朱
子
の
去
へ
る
内
議
で
部
も
形
市
上
で
あ
る
や
苔
や
は
問
題
で
あ
る
、
部
ー
も

な
ど
ぶ
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陰
陽
日
パ
円
五
一
気
、
問
問
一
之
退
使
是
桧
一
之
生
、
不
九
ん
川
脱
退
了
叉
間
有
筒
段
生
ハ
朱
子
語
類
審
六
十
五
〉
。

と
え
へ
ろ
場
ん
日
の
交
流
無
ψ

郊
の
陰
陽
一
の
逆
は
経
験
出
来
る
け
れ
ど
'
h
陰
と
な
む
陽
と
緩
一
じ
て
常
に
流
持
し
て
止
ま
な
い
、
間
約

て
は
尽
な
ろ
形
而
下
で
あ
り
仰
げ
な
い
、
そ
れ
は
陰
で
あ
る
か
践
で
あ
ろ
か
の
流
弊
の
強
か
ら
観
念
的
に
拙
製
さ
れ
た

ιの
で
H
M
4
や
経
験
と

超
越
し
仁
後
藤
氏
の
所
諮
質
料
関
と
云
へ
ろ
場
合
の
部
と
も
公
ふ
べ
き
先
験
的
な
も
の
で
あ
ろ
、
米
子
は
一
試
の
一
部
掛
川
川
…
端
陰
段
無
始
の
此

乃
子
家
J
e
T
ん月

J
C

U
J
A
J
z
t
f
y
n
u
!
 

五
つ

動
静
無
端
、
政
一
段
無
始
、
今
以
太
脱
税
之
、
難
日
動
一
向
生
協
、
思
十
一
党
米
勤
之
前
川
川
静
、
部
之
前
叉
須
円
以
動
、
推
γ

川
上
之
、
何
日
両
日
川
北
パ
端

無
始
ハ
朱
子
話
娘
一
品
位
九
十
問
〉
。

と
去
っ
て
ゐ
る
、
こ
れ
日
己
一
号
先
に
よ
っ
て
勤
が
諮
れ
ば
訴
と
な
り
認
が
窮
れ
ば
動
と
な
っ
て
波
の
起
伏
の
如
く
流
称
す
る
一
試
は
お
物
の

質
料
的
桜
一
一
ん
と
な
ろ
が
…
試
そ
の

ιの
身
粁
験
す
ろ
こ
と
は
山
川
必
な
い
、
躍
に
朱
子
に
依
る
と
こ
の
…

川
来
ず
、
そ
の
動
総
陰
陽
す
ろ
の
は
品
川
町
に
本
く
と
一
去
っ
て
ゐ
る
。

は
そ
れ
れ
#
に
尚
治
、
ず
ろ
こ
と
が

天
地
之
問
、

ー、，
j
L
H
Z
H
F
4
5
3
、主
μ
リ『号、

1
1

仁
/
不
幸
車
両
先
哲
将
仲
人
イ
一
i
L一

.
Hリ
ト
t
f
r
L
H川
卜
九
三
片
山
F

、

日
υi'ノ添
TJ/心配
υ

!
1
r
J
t
i
p
-
ヘ
2
L什
ゴ
円
J

H

F

M

H
ド
ぃ
、

'
L
r
l
I
7
f
i
f
i
-

、-
f
a
七
!
?
ι
￥F

、

刊
庁
内

L
W
士J
葺
詰
J

…F-
円
丸
山
川
知
市
J
A

勃
点
在
(
制
い

万
一
、
阪
口
会
h
u
b
H

，

z
i一
，
市
川

μ
h
p
H
L
i乍

此
J之

JJ) 

掛
川
一
大
会
袋
一
v
b

は
必
ず
段
陽
動
揺
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
陰
陽
動
総
す
ろ
こ
と
ケ
離
れ
て
…

と
し
て
別
に
存
在
す
る
も
の
で
な
く
、
事
}
の

か
守
し
て
ん
孤
た
ら
し
め
ろ
所
以
山
ち
絵
と
な
わ
陽
と
な
る
の
は
斜
と
し
て
の
太
似
に
よ
る
の
で
あ
ろ
、

却
に
動
静
あ
る
が
故
に

試
に
動
静
が
あ
る
の
で
あ
ろ
。
故
に
米
子
は

知
山
伺
動
静
故
気
心
併
効
誠
、
か
布
川
ん
い
川
…
動
静
、
別
話
料
白

fm右
前
部
乎
パ
朱
子

と
一
以
っ
て
ゐ
ろ
、
初
く
も
却
に
動
静
が
あ
ろ
LJ
し

上

、

県

一
接
之
‘
朱
子
が
心
A
M
制
令
却
と
な
す
立
場
身
以

乃
恐
系
?
ー
ユ

〆
丸
子
L
N
U

ト，A
1
s

〆
B
B
e
a
F

?
ぷ
〉
一
キ
ノ
ニ

p
b
ρ

、，Z

F
4
l
i
t
u
-
-プ
ジ

ず
と
は
そ
の
純
に
よ
っ
て
試
が
鉛
め

な
も
の
で
あ
る
こ
と
な
話
ゎ
、
烈
あ
り
て
後
に

ろ
と
併
す
ろ
よ
わ
外
に
太
紙
と
矧
〆
先
白
紙
後
一
の
問
題
合
統

と
し
て

る
こ
と

川
-
こ
拝
者
一

〆
ι
i
}
-
H

，t
J
ザ
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〉

9
4
1明

'h
、、一、、

t
t

、，

Z
淀
川
判
布
、
L
U

と
れ
心

以
上
の
如
く
論
じ
て
来
る
と
朱
子
の
涼
気
設
は
滞
一
一
芯
論
と
し
て
の
制
限
系
や
完
備
し
て
ゐ
る
如
く
思
へ
ろ
が
、

で
あ
る
一
気
が
先
験
的
な
も
の
で
あ
る
以

k
、
米
子
の
説
は
瑚
誠
二
心
論
で
は
な
い
か
と
も
忠
は
せ
る
、
従
っ
て
米
予
は
刈
礼
二
元
治
符
な
り

な
る
太
似
と
の
閥

島

1

1

J

F

，3
l
，、
J
F
I
-
-ぃi
i

J

拘、

日
花
平
}
・
河
町
ん
れ
ツ
わ
ん
友
司
、

I
!
1
)
'
私
t
f
J

竹見、

J
Y
4
1
1
H
H
t
f
u
h
L
中
身
，

h

N

Y
孔
引

と
の
論
も
山
て
来
ろ
の
で
あ
ろ
。
今
必
し
朱
子
が
刈
誠
一
一
点
論
者
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
本
来

で
あ
る
測
気
と

係
は
沿
明
山
来
な
い
、
ざ
れ
ば
と
て
後
泌
氏
の
如
く
太
鍬
部
法
な
る
の
故
に
流
試
と
は
太
極
と
抵
の
間
切
で
あ
る
と
な
す
こ
と
も
山
来
な
い
。

才lJ
し

コ
バ
へ
い
し
り
が
段
、
J
一

λ
サ
ハ
ベ
ゆ
内
u
u
立
jιmg
パ
υ

で
笥
綴
で
あ
る
べ
き
太
極
身
別
な
り
と
説
明
し
た
朱
子
の
訴

で
賀
線
で
あ
る
と
す
れ
ば
同
じ
く
お
川
倒
的

日
可
ニ
J

こ
J

ま
レ
ド
、
、
、

ゆ
/
;
百
J
J
1
}
-
q
1
1
4
i
f
t
y
ト

d
l
y

五
一
し
又
以
前
に
…
試
に
は
官
特
性
が
な
い
と
し
s
h

ん
な
ら
ば
、

場
資
世
川
介
の
森
雑
一
高
仙
紙
の
共
側
関
れ
は
山
引
に

mj乙

併
せ
ら
れ
る
太
掛
か
ら
説
明
出
来
ろ
で
あ
ら
う
か
む

故
に
初
ー
も
常
一
間
の
現
賀
ケ
問
題
に
す
る
間
以
わ
別
試
の
二
弁
に
論
及
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
説
明
す
る
こ
と
は
川
来
な
い
、
放
に
小
中
子
は
判
ぷ

相
撮
り
て
「
物
」
身
な
す
こ
と
か
h

語
っ
て

所
前
純
一
成
ハ
気
此
決
法
二
物
、
何
十
化
物
上
号
、

mm一
二
物
河
論
不
可
分
間
、
各
布
一
応
‘
然
不
守
二
物
之
存
念
一
一
物
也
、
活
布
川
上
者
別
雌
・
未

有
物
、
同
む
布
物
之
却
、
然
ぶ
似
布
此
川
北
両
己
、
米
也
け
資
有
円
以
物
也
ハ
朱
一
す
文
集
器
開
十
六
芥
劉
減
交
v
c

と
去
っ
て
ゐ
ろ
、
邦
一
気
は
潟
水
市
二
物
で
現
震
の
存
点
か
ら
見
ろ
と
二
者
は
分
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
二
物
で
あ
ろ
こ

と
に
は
何
等
妨
げ
が
な
い
、
現
象
の
存
在
し
な
い
先
に
一
段
に
現
裂
の
却
は
存
点
し
て
ゐ
ろ
け
れ
ど
も

m
rけ
で
は
現
象
と
は
な
り
ね
な
い
、

…
度
現
象
と
な
る
に
は
必
ず
れ
叫
が
存
点
す
ろ
、
思
が
あ
れ
ば
必
ず
認
が
符
衣
し
て
高
石
は
始
め
て
官
在
性
h
q
帯
び
る
の
で
あ
る
、
こ
の
こ
と

や
朱
子
は

問
問
昨
お
未
布
一
天
地
之
先
探
究
円
以
先
有
純
一
如
何
、
日
米
山
任
天
地
之
先
、
準
克
也
久
N
M
m一
、
右
此
民
一
便
布
此
一
大
地
、
作
引
い
川
一
…
此
珂
使
亦
い
娘
夫
地
保
…

人
組
…
物
、
都
知
…
該
載
了
、
右
川
崎
使
夜
気
流
行
後
寄
寓
物
ハ
朱
子
詩
頬
袋
二
。

右
の
米
子
の
設
切
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
、
あ
ろ
如
く
太
艇
は
到
な
わ
v
fけ
で
は
高
右
の
震
布
牲
は
説
明
出
来
な
い
。
放
に
初
日
一
あ
れ
ば
必
ず
気
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あ
り
、
そ
の
一
%
か
ら
潟
引
に
宮
山
但
性
が
焼
山
列
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
す
内
有
の
震
有
性
の
由
来
は
説
明
出
来
七
け
れ
ど
も
時
二
五
の
立

場
か
ら
潟
有
に
宮
布
牧
身
拭
興
す
る
…
気
は
説
明
出
来
な
い
。
放
に
誌
に
論
じ
七
如
く
一
気
に
犯
と
同
様
に
先
験
的
な
賢
一
鰐
性
が
総
め
ら
れ

て
ゐ
る
以
上
朱
予
の
川
町
…
元
論
は
成
立
し
符
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
c

(

ハ

)

朱
子
は
一
泊
常
太
桜
は
却
な
り
と
説
明
し
て
ゐ
ろ
が
、
時
に
は
太
彬
は
気
な
り
と
も
説
明
し
て
ゐ
ろ
。

託
ニ
ン
討
し
)
三
試

d
A
T
C
-
こ
f
u
J

ノ
主

一
片
応
使
公
分
倣
一
陶
片
氏
、
一
期
片
成
便
円
以
分
倣
五
片
氏
、
倣
一
一
一
乱
高
物
四
時
五
行
、
日
ハ
H
X
従
郊
太
紙
一
中
来
、
太
紙
日
八
円
以
一
山
川
口
紙
、
宅
地
分
倣

一
陶
街
紙
、
符
…
間
勤
成
法
陽
、
静
成
走
除
、

V
へ
分
倣
五
託
、
又
散
忽
潟
物
ハ
朱
子
語
数
傘
立
〉
。

太
川
似
は
到
な
り
と
…
バ
っ
て
却
や
持
物
の
大
一
本
と
な
す
も
ち
一
品
物
の
質
料
の
山
来
は
斑
が
い
け
で
は
説
明
出
来
な
い
が
故
に
資
料
か
ら
開
制
に
し

て
論
ず
れ
ば
太
似
は
一
気
と
も
云
ひ
得
る
の
で
あ
ろ
、
市
じ
て
未
子
は
…
気
が
持
物
の
本
波
で
あ
ろ
こ
と
は
援
I

説
明
し
て
み
ろ
所
で
あ
ろ
。

天
地
之
山
一
括
而
心
、
分
市
竹
川
二
別
危
険
段
、
一
向
五
行
詰
一
化
荷
物
、
始
杉
山
川
…
不
管
於
必
一
お
(
制
訪
問
保
・

3
G

/
れ
弘
F

h

d

S

A

M

e

p

ι

¥

議
一
大
地
之
同
一
一
%
一
山
口
、
分
陰
分
間
仰
、
使
公
一
刷
物
へ
川
尚
一
げ
一
紋
一
作
山
一
昨
日
ハ
J

O

/

4

3

J

・ふ

4
4
5
E
A
#ザ

¥

く

K
L仁

:
f誌
、
き
j
ペ
て
会
易
、
，
h
棋

J41一ゑ
1.3
ゴぇ

Htk張
、
ヒ

kz初
、
か
へ
い
事
。
と
叫
す
品
目

J
、
朱
P
J
Z
H
F
共
詮

L
-
tノ
O

ーノ

l》一
J
A
A

イ
a

，
f
f
t
f
f
j，F
川
い
一
一
戸
外

j
h礼
イ
/
ニ
イ

l
i
-
-弓
fiイ
オ
パ
T
'
引い幸
f
H
河
}
:
!
毛

こ
れ
ら
の
文
は
…
試
か
ら
説
き
起
し
て
陰
陽
一

ω生
成
を
説
、
31vd
に
五
行
荷
物
の
生
成
や
就
い
て
ゐ
ろ
も
会
然
太
似
に
は
制
れ
て
ゐ
な
い
。

試
が
分
れ
て
陰
陽
一
と
な
る
と
公
ふ
所
そ
足
れ
ば
就
に
却
な
ろ
太
似
が
強
想
さ
れ
て
ゐ
ろ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

然
し朱

子
の
か
(
柴
及
び
話
相
川
等
に
は
右
の
如
く
現
在
の
資
料
か
ら

ん
一
以
に
推
論
し
大
付
は
こ
の
外
に

。

ご
、
、
自
ケ
江
川
リ
、
ト
ト
ゴ
得
、
九
三
、
4
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陰
陽
雄
日
正
一
肘
尚
子
、
然
却
パ
ー
に
…
一
一
消
之
治
忠
、

J
z
f

ぐ
、
主
い
い
泡
足
止
誌
、
え
き
さ
ー
ん
に
会
、
乏
忌
更
正
易
、
ド
J

造
主
1
ど
と
よ
朱
子
訴
奴
/

0

一
之
ユ
ト
イ
2
1
-
/げト

H
E
a
p
-ん
イ
i
y
F
コ
F
イ
J

f
打
u
f
j
j
H
F
Aザ七
J
l
刊
行
¥

何
一
%
な
わ
り
と
の
ん
本
子

右
に
列
躍
し
七
交
に
は
天
地
問
は
…
試
の
み
、

…
試
の
一
時
…
将
流
行
の
み
と
説
明
し
て
ゐ
る
、
先
に
引
川
し
た
太
桜
は

如
く

3
へ
忠
は
れ
る
、
太
M

仰
は
試
な
わ
と
の
立
場
か
ら
論
ず
れ
ば
訴
は
潟
市

る
も
の
と
な
っ
て
、
訴
は
そ
れ
ほ
身
消
息
に
陰
陽
動
部
し
て
市
内
象
や
判
明
ず
る
こ
と
に
な
る
、
済
し
ん
叫
が
初
白

に
勤
話
し
て
持
物
在
化
生
す
る
も
の
で
あ
っ
亡
な
ら
ば
荷
物
が
一
気
の
顕
現
で
あ
る
と
公
ふ
こ
?
と
は

m
M川
来
て
も
、
自
然
界
に
殺
然
た
ろ

秩
序
が
あ
り
、
山
時
の
交
炊
け
は
高
石
不
縫
で
あ
わ
り
、
持
物
各
i

そ
の
作
に
服
接
し
て
生
々
化
々
す
る
秩
序
邸
ち
自
然
の
作
は
説
明
出
来
な
い
。

持
物
が
…
一
%
の
動
総
除
隊
す
る
こ
と
に
様
つ
て
の
み
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
治
す
は
換
佐
一
閃
す
れ
ば
持
物
の
諸
相
は
一
一
泌
が
勤
締
陰
陽
す
ろ
場

合
に
偶
然
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
所
産
と
な
っ
て
仕
純
ふ
。
従
っ
て
僚
政
務
然
た
る
寓
物
の
賞
以
は
到
。
身
考
へ
ず
に
は
説
明
出
来
な
い
の
で

…
市
川
似
の
文
と
廿
パ
に
此
等
の
文
ル
uw

見
る
と
米
子

f
M
N

一
じ
シ
わ
ヘ
ノ
二
し
、

μ出
品
川
寸

1
4
ザ

k

レ
J

f

や
州
巾
・
訓
ケ
お

あ
る
。

…
五
の
試
と
給
し
て
一
品
物
の
生
々
化
?
々
み
明
し
て
ゐ
る
所
も
あ
る
。

天
地
別
保
…
勾
品
川
、
日
八
八
ん
以
生
物
負
心
、
…
…
克
之
気
巡
将
流
泌
締
結
作
問
、
日
八
先
生
出
許
多
潟
物
部
ロ
ハ
朱
子
話
知
器
一
v
o

然
し
一
試
ケ
…
元
の
紙
と
な
し
て
そ
れ
か
ら
市
内
物
の
生
々
化
々
今
説
明
し
て
も
料
金
離
れ
わ
い
試
の
み
か
ら
荷
物
が
生
々
化
々
す
る
こ
と
令

訟
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
故
に
朱
子
は
邦
一

E
試
の
不
可
分
な
る
こ
と
や
常
に
去
っ
て
ゐ
ろ
。

疑
此
試
走
伏
傍
一
一
品
細
川
行
、
及
此
試
之
来
、
期
間
一
亦
花
一
お
、
蓋
ん
一
明
山
川
能
凝
給
法
作
、
純
一
却
無
新
党
無
計
度
無
法
作
、
は
ハ
此
気
擬
楽
庭
、
抑
制
使

在
北
川
山
中
ハ
朱
子
話
料
川
容
一
〉
。

新
λろ
川
町
戸
泌
が
不
可
分
な
も
の
で
あ
ろ
訟
mmhu

又
朱
子
は

wム

ペど

文
集
朱
子
一
政
郊
に
非
常
に
多
く
見
え
て
ゐ
る
。

簡
の
訴
と
一
辺
へ
る
朱
子
の
説
明
位
以
一
元
論
の
窓
味
で
な
く
試
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
太
鋭
は
…
佑
の
訴
と
も
…
χ
ひ
件
ろ
と

去
っ
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
統
一
に
太
極
は
棋
な
り
と
常
に
説
明
し
て
ゐ
る
以
上
米
子
の
気
一
元
論
は
勿
論
成
立
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
盛
之
太
艇
身

以
上
に
よ
っ
て
米
子
は
政
一
元
論
者
で
も
な
け
れ
ば
勿
論
紙
一
元
論
者
で
も
な
く
、
更
に
説
集
{

4

わ
な
い
こ
と
そ
税
見
し
土
の
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で
あ
る
、
然
ら
ば
朱
子
の
立
場
は
…
鰻
仰
と
解
し
た
ら
ば
よ
い
か
‘
太
磁
は
涼
一
試
の
何
れ
と
も
一
式
ひ
切
る
こ
と
は
山
川
来
な
い
。
又
…
方
太
極

は
珂
一
試
の
抱
人
戸
川
綴
で
あ
る
か
と
一
五
へ
ば
、
抱
人
住
鐙
と
見
れ
ば
二
元
論
と
何
等
選
ぶ
所
の
な
い
結
論
に
な
っ
て
一
な
る
太
艇
は
成
な
す
る
こ
と

上
古
げ
で
川
町
一
併
せ
ん
と
す
る
と
太
極
思
想
と
理
拭
と
の
関
係
は
交
織
減
裂
に

は
出
来
な
い
。
放
に
徒
に
此
等
の
朱
子

そ

な
っ
て
そ
の
帥
溺
は
兆
一
花
了
解
の
出
来
な
い
も
の
と
な

が
、
批
の
…
見
和
yf
汚
す
る
如
き
或
は
混
と
一
試
ひ
或
は
須
と
一
辺
ふ
朱
予
の
太
似
思
想
の
訟
切
を
時
間
系
あ
る
忠
殺
と
考
べ
る
に
は
太
山
慨
は
却
一
試

山
子
一
沃
か
ら
公
子
の
設
が
支
離
で
あ
ろ
と
非
球
き
れ
る
の
に
は

現
ま
ち
る

I
J
f
t
、L
d
e

未
分
の
も
の
で
あ
っ
て
浬
も
気
も
太
似
の
ふ
訴
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
る
、
抑
制
ひ
て
名
け
る
と
太
似
…
元
論
と
で
も
公
ふ
様
な
考
の
外
に
米
子

の
太
川
仰
と
均
気
の
関
係
争
句
統
一
あ
る
も
の
に
解
す
る
こ
と
は
向
来
な
い
や
う
に
忠
ふ
c

放
に
朱
子
は
多
く
の
非
難
疑
惑
そ
も
顧
み
ず
太
紙
岡
一
説
身
附
議
渓
の
組
作
と
し
た
の
み
か
開
設
の
傘
…
践
に
あ
る
無
Mm
而
太
似
な
る
石
無
断

息
抜
の
融
合
し
七
太
桜
今
世
ケ
彩
る
ま
で
力
説
し
て
止
ま
な
か
っ
七
の
で
あ
る
。
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